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このニュースは我々静岡県民にとって爽やかで大きなトピックとして深く喜びに浸って

います。 

これまで静岡といえば東海沖の大地震が予想され長

い間心配されてきました。数年前の東北の予想だにしな

かった大地震とそれに伴う大津波・原子力発電所事故も

あり、さらに最近では東海地震と南海トラフと連動する

のではと、その懸念が一層大きな影を落としています。

その対策が速い展開で次々と実行に移されつつあるこ

とは、さすが日本という感じがして気休めでもホットと

されます。もともと天災などは『人知が及ばないこと』

としていたずらに心配するより『来たら仕方ない』と半ば諦め半分で、それよりも日々平和

にを楽しく過ごしたい・暮らしたいものです。「何事もない平穏な日々がいかに幸せか」振

り返りながら。 

 

 

 

一方先日参議院の選挙がありました。これは『人知の

及ぶ事項』です。今回は景気の動向が選挙の最大の争点

となりました。しかし背景には国防・TPP・年金・雇用・

憲法改正など取り上げていけばきりなく課題は残されて

います。しかし世界を見れば『長く安全で豊かな生活』

を我々は営んでくることが出来ました。そのことに関し

ては、やや仏教的ですが『足る（日常の中で色々なこと

があるが、人間の欲望は限りがないのである程度は受け

いれないといけないという考え）』という視点があります。選挙活動とは、人々の思いや欲

望を表す場だと思いますが、ただ福祉、特に障害福祉の事項は今回の選挙では殆ど扱われる

ことがなく過ぎました。私たちで作っていける幸せに対しては行動を起こしたく、最も大き

な影響力を持つ国会議員選挙には深い関心を持ち投票することの大切さをつくづく感じま

した。今回の記事は話がやや大きく広がり過ぎた感じですが・・・・。 



 

 

 

H25,7,12H25,7,12H25,7,12H25,7,12（金）（金）（金）（金）    外出（島田市外出（島田市外出（島田市外出（島田市    蓬莱橋）蓬莱橋）蓬莱橋）蓬莱橋）    

 センターの利用者さん、ボランティアさんたちと、

島田市にある蓬莱橋へ行って来ました。当日は幸いか

生憎か、とてもすっきりと晴れた良い天気で、梅雨明

け後の強烈な暑さを肌に感じて汗だくになりながら、

長い長い蓬莱橋を渡りました。この蓬莱橋、全長は

897.422mもあるそうです。あまりに長いので、途

中で引き返す人、渡り切ったけれど、帰りの道のりを

考えて途方に暮れる人など様々でした。景色はとっても素敵でしたが、それにしてもすごい

暑さでしたね。 

暑い日は涼しいところに行くことにしましょう！ 

 

H25,7,23H25,7,23H25,7,23H25,7,23（火）（火）（火）（火）    そうめん作り（会場：赤土・地域活動支援センター）そうめん作り（会場：赤土・地域活動支援センター）そうめん作り（会場：赤土・地域活動支援センター）そうめん作り（会場：赤土・地域活動支援センター）    

前回のサロンを教訓に、今回は夏らしく、そして涼し

いそうめん作りを行いました。今回のメニューは参加者

の話合いで、そうめん、カボチャとジャガイモのサラダ

に決定しました。センターの調理室はけやきの栄養指導

室に比べると、コンロも流しも調理台も少なく、部屋も

狭いのですが、あしたばの会の皆さんが手際良く段取り

をして下さって、スムーズに進めることが出来ました。 

そうめんはするすると食べられて意外とお腹にも溜

まるので、暑い夏にはぴったりですね。サラダもすごくボリュームがあって美味しそうです。 

冷たいおそうめんにはたっぷりの生姜を添えて、さて、いただきましょう。 

 

こんにちは。７月から地域活動支援センターＭネットに勤務す

ることになりました杉村友吾と申します。 

 地域活動支援センターには２年前にも勤務をしていましたの

で、仕事にはすんなり慣れるものと思っていましたが、いざ戻っ

て来てみると制度や人、事業など状況が変化していることも多く、

時の流れの早さを感じつつ、仕事を覚えるのに必死な毎日です。 

 以前は地域の作業所（就労継続支援Ｂ型事業所）で生活支援員

として、作業所の利用者さんと一緒に過ごす中で、就職や福祉制度の利用、生活する上での

困りごとなどの相談業務を行ってきました。そういった経験を活かしながら、障害を持った

方やそのご家族、地域の方たちと協働していきたいと思っています。 

どうぞよろしくお願いいたします。 


